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the expansion of
fire fighting
disaster prevention
ambulance service

　島田市は現在、静岡市・牧之原市・吉田
町・川根本町との静岡地域３市２町による、
平成 28 年 4 月の消防救急広域化を目指し
ています。3 市 2 町が運営する「静岡地域
消防救急広域化運営協議会」において、広
域化後の消防救急の円滑な運営を確保する
ため「静岡地域広域消防運営計画」を昨年
11月に策定。今後も引き続き、広域化に向
けた準備作業を進めていきます。

問島田市消防本部 ☎ 37-7172

【消防本部の概要】平成 25年 4月1日現在（職員数は条例定数）

消防本部名 構成市町 管轄人口 管轄面積 職員数

島田市消防本部
島田市 101,693人 315.88㎡

150人
川根本町 7,967人 496.72㎡

静岡市消防局 静岡市 719,188人 1,411.93㎡ 778人

吉田町牧之原市広域施
設組合消防本部

吉田町 29,316人 20.84㎡
64人牧之原市

（旧榛原町） 24,553人 53.36㎡

牧之原市相良消防本部 牧之原市
（旧相良町） 24,502 人 58.32㎡ 54人

よ
り
強
く 

―
出
動
要
請
の
増
加
や
市
民
ニ
ー
ズ
の
多

様
化
な
ど
、
消
防
行
政
を
取
り
巻
く

環
境
は
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。
一
方
、

島
田
市
消
防
本
部
の
よ
う
な
管
轄
人
口
が

30
万
人
未
満
の
小
規
模
消
防
本
部
は
、
出
動

体
制･

特
殊
車
両
数･

専
門
要
員
の
確
保
な

ど
に
限
界
が
あ
る
こ
と
や
、
財
政
運
営
面
で

の
厳
し
さ
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
を
克
服
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
安

全
・
安
心
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
「
災
害

に
強
い
」消
防
救
急
体
制
を
実
現
す
る
上
で
、

静
岡
地
域
３
市
２
町
の
広
域
化
は
、
最
も
有

効
な
手
段
だ
と
い
え
ま
す
。

　
ま
た
、
広
域
化
に
よ
っ
て
強
化
さ
れ
る
の

は
、
ハ
ー
ド
面
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
大

規
模
消
防
本
部
と
の
協
働
は
、
知
識・技
術・

経
験
値
・
指
導
力
な
ど
、
職
員
の
資
質
を
向

上
さ
せ
ま
す
。
将
来
起
こ
り
う
る
大
規
模
災

害
に
対
処
で
き
る「
強
い
組
織
」の
育
成
は
、

広
域
化
が
市
民
の
未
来
に
果
た
す
、
も
う
ひ

と
つ
の
役
割
で
も
あ
り
ま
す
。

Voice

より早く、より高度に、より効果的に…そして、より強く！

静岡地域の消防救急広域化

島
田
市
消
防
本
部

櫻さ
く
ら
い井
道み
ち
お雄 

消
防
長

新消防体制
開始（4月）

平成 28 年度 平成 27年度 平成 26 年度 平成 25年度 平成 24 年度 平成 23年度 平成 22年度 平成 21年度

【管轄人口】
約 91万人

【署所数】
32カ所

【職員数】
約1,000人

【広域消防運営計画】の策定

◎「静岡県消防救急広域化
　推進計画」（静岡県）
　H20.3 策定 / H22.6 変更

◉「広域消防運営計画」策定
　移行準備の体制整備

◉事務事業のすり合わせ

◉職員研修の実施

◉例規の整備／合同訓練の実施
　住民周知／事務委託締結など

◎「中部圏域消防救急広域化連絡
　会議」関係首長による広域化の
　枠組み・方式・時期（H22.3 決定）

【移行準備】
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よ
り
早
く 
―

消
防
救
急
の
広
域
化
に
よ
り
、
こ

れ
ま
で
の
「
管
轄
区
域
」
に
関

わ
る
不
安
が
解
消
さ
れ
ま
す
。
例
え
ば
、

災
害
現
場
が
管
轄
区
域
の
境
界
付
近
で

も
、
市
内
外
を
問
わ
ず
最
も
近
い
消
防

署
所
か
ら
、
消
防
車
両
が
出
動
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
災
害

現
場
へ
の
到
着
時
間
の
短
縮
が
期
待
で

き
ま
す
。

　

ま
た
、
事
務
手
続
き
の
簡
素
化
も
、

広
域
化
の
メ
リ
ッ
ト
で
す
。
特
に
、
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
を
持
た
な
い
自
治
体
は
、

県
防
災
ヘ
リ
の
出
動
要
請
が
必
要
で
す

が
、消
防
ヘ
リ「
カ
ワ
セ
ミ
」が
あ
れ
ば
、

独
自
の
判
断
で
迅
速
に
出
動
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

管
轄
区
域
が
３
市
２
町
と
な
っ
て

も
、私
た
ち
の
願
い
は
同
じ
「
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
」
で
す
。
皆
さ
ん
が
広
域

化
の
恩
恵
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
、
全

職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
、
管
轄
区
域
の

「
壁
」
を
壊
す
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

よ
り
効
率
的
に 

―

近
年
の
人
口
と
税
収
の
減
少
は
、

防
災
力
の
低
下
を
招
き
か
ね
ま

せ
ん
。
消
防
救
急
の
広
域
化
の
ス
ケ
ー

ル
メ
リ
ッ
ト
は
、
将
来
の
防
災
力
を
維

持
す
る
こ
と
で
も
あ
る
の
で
す
。

　

現
状
で
は
、
各
消
防
本
部
に
指
令
装

置
や
特
殊
車
両
な
ど
を
設
置
・
保
有
し

て
い
ま
す
が
、
広
域
化
に
よ
り
重
複
投

資
を
回
避
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
新
た
に
整
備
す
る
必
要
が

あ
る
施
設
や
資
機
材
な
ど
の
投
資
負
担

額
の
縮
減
が
可
能
と
な
る
ほ
か
、
よ
り

高
度
な
資
機
材
や
専
門
部
隊
な
ど
を
整

備
・
配
備
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

そ
し
て
広
域
化
は
、
職
員
の
心
の
中

に
も
変
化
を
も
た
ら
し
ま
す
。「
命
を
助

け
た
い
」
と
志
を
同
じ
く
す
る
仲
間
が
、

現
在
の
約
１
５
０
人
か
ら
約
１
０
０
０

人
に
増
え
る
こ
と
は
、
常
に
危
険
と

隣
り
合
わ
せ
の
現
場
に
従
事
す
る
者
に

と
っ
て
、
と
て
も
心
強
い
ス
ケ
ー
ル
メ

リ
ッ
ト
で
も
あ
る
の
で
す
。

静
岡
地
域
消
防
救
急

広
域
化
運
営
協
議
会

赤あ
か
ほ
り堀
文ふ
み
の
ぶ宣 

事
務
局
長

川
根
本
町 

総
務
課

地
域
支
援
室（
広
域
消
防
担
当
）

坂さ
か
し
た下

誠ま
こ
と 

室
長

島
田
市
消
防
本
部

消
防
総
務
課 

広
域
消
防
係

田た
し
ろ代
信の
ぶ
ゆ
き行 

課
長
補
佐

よ
り
高
度
に 

―

消
防
救
急
活
動
に
お
い
て
は
、
初

期
の
段
階
で
い
か
に
迅
速
に
多

く
の
人
員
や
適
切
な
特
殊
機
材
を
投
入

し
て
活
動
で
き
る
か
が
、
被
害
の
軽
減

に
非
常
に
大
き
く
影
響
し
ま
す
。

　

し
か
し
、
川
根
本
町
の
90
％
以
上
は

森
林
で
す
。
そ
の
広
大
な
山
間
地
で
大

規
模
な
火
災
や
事
故
が
あ
れ
ば
、
島
田

市
か
ら
の
部
隊
や
静
岡
県
か
ら
の
防
災

ヘ
リ
の
到
着
を
待
つ
必
要
が
あ
り
ま

す
。
加
え
て
、
町
民
の
高
齢
化
率
が
高

い
こ
と
か
ら
、
救
急
搬
送
の
件
数
も
増

加
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。

　

初
動
体
制
で
、
島
田
市
か
ら
に
加
え

て
静
岡
市
か
ら
も
「
高
規
格
の
消
防
救

急
が
来
て
く
れ
る
」
こ
と
と
な
る
広
域

化
は
、
町
民
の
安
心
に
直
結
し
ま
す
。

ま
た
当
町
で
は
、
職
員
の
多
く
が
業
務

を
兼
務
し
て
お
り
、
大
災
害
時
の
役
場

機
能
の
混
乱
も
予
想
さ
れ
ま
す
。
広
域

化
に
よ
る
「
防
災
力
」
の
強
化
に
は
、

職
員
と
し
て
も
期
待
し
て
い
ま
す
。

大切な命を
これからも
守るために

Voice

Voice

Voice
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広
域
化
に
よ
る
「
メ
リ
ッ
ト
」 

―

▼
広
域
化
に
は
、
既
存
の
消
防
救
急
の
資
源

を
生
か
し
な
が
ら
、
消
防
活
動
の
高
度
化
や

救
急
需
要
の
増
大
な
ど
の
課
題
解
決
を
図
る

た
め
の
、
多
く
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

消
防
活
動
の
体
制
強
化

　
大
規
模
な
火
災
に
対
し
て
も
、
必
要
な
規

模
の
出
動
を
、
迅
速
に
行
え
ま
す
。

消
防
署
所
の
配
置
や
管
轄
区
域
の
適
正
化

　
管
轄
区
域
の「
壁
」が
無
く
な
る
こ
と
で
、

到
着
時
間
が
短
縮
さ
れ
、
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ

た
署
所
の
配
置
と
な
り
ま
す
。

現
場
で
活
動
す
る
隊
員
の
増
強

　
事
務
や
指
令
に
就
い
て
い
た
消
防
職
員

を
、
隊
員
と
し
て
配
備
で
き
ま
す
。

専
門
性
の
向
上

　
救
急
救
命
士
や
予
防
技
術
資
格
者
な
ど
の

専
門
的
な
人
材
を
、育
成･

確
保
で
き
ま
す
。

消
防
設
備･

基
盤
の
強
化

　
は
し
ご
車

や
救
助
工
作

車
な
ど
の
高

度
な
車
両
や
、

安
全
で
効
果

的
な
新
し
い

機
材
の
導
入
、

高
機
能
の
指

令
シ
ス
テ
ム

な
ど
を
整
備

で
き
ま
す
。

組
織
の
活
性
化
、
職
員
の
能
力
向
上

　
人
事
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
の
設
定
が
容
易
と

な
る
ほ
か
、
職
員
に
対
し
て
高
度
な
研
修
を

受
講
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

広域化前 Ａ消防本部 Ｂ消防本部
通報

応援の遅れ

消防署
分遣所

応援
要請

広域化後 Ｃ消防本部
通報

広域化前

広域化後

Ｂ消防本部

Ｃ消防本部

Ａ消防本部

現場へ 適正化

広域化前

Ａ消防本部
管轄区域

Ｂ消防本部
管轄区域

近い消防署
が管轄外！

消防署が遠
すぎます！

広域化後

Ｃ消防本部
管轄区域

安心です！

安心です！

「壁」

静岡地域の消防救急広域化に関する問い合わせ先

http://www.city.shizuoka.jp/deps/shobokouikika/index.html

広
域
化
後
も
変
わ
ら
な
い
「
利
便
性
」 

―

▼
消
防
救
急
の
広
域
化
は
、
消
防
体
制
の
整

備
お
よ
び
充
実
を
図
る
た
め
に
行
う
も
の
で

す
。
広
域
化
に
よ
っ
て
消
防
本
部
の
対
応
力

が
低
下
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

１
１
９
番
通
報
の
仕
方
は
変
わ
り
ま
せ
ん

　

現
在
、
島
田
市
お
よ
び
川
根
本
町
内
で

１
１
９
番
通
報
す
る
と
、
島
田
市
消
防
本
部

の
「
通
信
指
令
室
」
で
受
信
し
て
い
ま
す
。

広
域
化
後
は
、
静
岡
市
消
防
局
の
「
指
令
セ

ン
タ
ー
」
で
受
信
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
災
害
情
報
な
ど
の
広
域
的
な

一
元
管
理
が
可
能
に
な
り
、
消
防
隊
や
救
急

隊
な
ど
が
迅
速
か
つ
効
率
的
に
現
場
へ
出
動

で
き
ま
す
。

消
防
署
所
や
職
員
の
数
は
変
わ
り
ま
せ
ん

　
消
防
救
急
の
広
域
化
は
、
消
防
体
制
の
充

実
強
化
を
図
る
た
め
に
行
う
も
の
で
あ
り
、

消
防
署
所
の
配
置
な
ど
は
、
現
体
制
を
維
持

し
ま
す
。
ま
た
、適
正
な
人
員
配
置
に
よ
り
、

消
防
力
の
充
実
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

消
防
団
員
の
活
動
範
囲
は
変
わ
り
ま
せ
ん

　
消
防
団
は
、
広
域
化
の
対
象
外
で
す
。
こ

れ
ま
で
ど
お
り
、島
田
市
の
消
防
団
と
し
て
、

地
域
で
活
動
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

事
務
委
託
方
式
で
広
域
化
を
目
指
し
ま
す

　
静
岡
地
域
消
防
救
急
広
域
化
は
、島
田
市・

牧
之
原
市
・
吉
田
町
・
川
根
本
町
が
、
静
岡

市
に
対
し
て
消
防
事
務
を
委
託
す
る
「
事
務

委
託
」
の
方
式
を
と
り
ま
す
。

静岡市消防ヘリコプター「カワセミ」

静岡地域消防救急広域化運営協議会事務局（静岡市消防局内）
☎ 054-255-0125　ＦＡＸ 054-255-9748
* shizu-kouiki@bz03.plala.or.jp

島田市消防本部 消防総務課 広域消防係（島田消防署内）
☎ 37-7172　ＦＡＸ 33-0157
* shimada-fd-soumu@lagoon.ocn.ne.jp

静岡地域消防救急｜


